
概要 / 目的:

ナトリウム冷却高速炉（SFR）

高速炉としての特徴、主要なメリットを紹介します。ナトリウム冷却高速炉（SFR）
に関する国際的な開発知見や開発の歴史を振り返り、最後に第４世代SFR技術
の研究開発に関する国際協力について紹介します。

講演者紹介:

Dr. Robert Hillは、DOEの多研究所間先進原子炉技術プログラ

ムの共同国家技術ディレクターを務める。このプログラムは、
技術革新、安全性と許認可、先端材料、エネルギー変換技術、
計装・制御などを行う。Dr. Hillは、第４世代原子炉システムに

関する国際フォーラムにおける、ナトリウム冷却高速炉システ
ム運営会議及びシステム統合プロジェクトの米国メンバーであ
る。

https://gif.jaea.go.jp/webinar/index.html#webinar004


エネルギースペクトルの燃料サイクルへの影響:
高速炉は一般的に、ウラン転換による閉じた燃料サイクル(リサイクル)と資
源拡張を意図している。
• 高位の同位体の生成が抑制される
• 超ウラン元素 (Pu, Np, and Am)の燃焼に好ましい中性子バランス

ウラン活用:
ウラン活用は高速炉技術の最も大きい利点の一つである。
古典的なワンススルーのシステムでは、濃縮過程で多くの劣化ウランが廃
棄され、最終的なウラン利用率は1%に満たない。一方で高速炉を利用する
ことによりウランのリサイクルを行えば、 90％以上のウラン利用率が期待で
きる。
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高速炉冷却材としてのナトリウム:
ナトリウムは優れた熱物性及び熱流動
特性を持ち、以下の利点がある。
• 従来のステンレス鋼が使用可能
• 高出力密度、低濃縮度で重金属使
用量が少ない小型コアが実現可能

• 自然循環と総合的な受動的安全性
能が実証されている

• ASTM規格で成文化されたナトリウム
が使用可能

世界的な利用実績:
過去50年以内に建設されたほぼすべての（陸上の）高速炉はナトリウムを一
次冷却材としており、広範囲にわたる試験実績がある。



SFRシステムに対する第４世代研究開発コラボレーション:
GIFは、第４世代原子力システムが達成すべき８つの目標を定めている。こ

れを達成するための技術革新を目指し、これまでに複数の共同研究開発プ
ロジェクトが実施されている。

SFRシステム研究計画書:
SFRシステム研究計画書は、2013年7月に改訂された。
(最新の改訂3版は2019年10月発行) 

内容:
開発目標及び設計要求
5つのSFR研究開発プロジェクト
4種のSFR設計概念
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